
高等学校における特別支援教育コーディネーターの効果的な活用

̶ 学年会 との早期連携 と特別支援教育の理解啓発 一

石 井 裕 可

1 研究の背景と目的

高等 学校 (以 下 、高校 ) にお け る特 別 支援 教 育へ の ニー ズ が 高 ま って い る。 文 部 科 学省

(2023a) に よる と、高校 で学習 面 また は行動 面 で著 しい 困難 を示 す とされ た生徒 は2. 2%で あ

り、そ の うち校 内委員 会 で支援 が必 要 と判 断 され た生徒 の割合 は20. 3%で あ る。この よ うな状

況 の 中で文 部科学省 (2023b) は、学校 全 体 に関わ る問題 と して校 長 の リー ダー シ ップの下、

校 内委員会 の在 り方 につ いて再度 見直 しを行 い 、全 体 的 な支援 体制 を確 立す る必要 が あ る こ

とを指 摘 してい る。 また 中央 教 育審議 会 (2021) は、 「全 て の教 師 には特別 支援 教 育 に関す

る専 門性 が必要 で あ る」と述 べ てい る。この よ うに、特別 支援 教 育 コーデ ィネー ター (以 下 、

特 支Co. ) に指名 され た者 が孤 軍奮 闘す るので は な く、学校 全 体 が組織 的 に支援 してい く必 要

性 が強調 され た と考 え られ る。

中学校 に比 べ て高校 で は校 内委員 会 の 開催 が少 ない とい う指 摘 ( 中西 ら, 2017) が あ る中

で 、高等 学校 は入試 を受 けて入 学 させ る 「適格者 主義 」 の考 え方 とそれ に伴 う高校 教員 の意

識 が特別 支援 教 育 を推 進 す る障壁 にな ってい る (吉澤 , 2018) とい った の課題 が挙 げ られ てい

る。 これ らの課題 につ い て 、実 際 に学年 会 を活 用 した実 践 例 も報 告 され てい る (赤嶺 ・緒

方 , 2009 ; 池 田 • 若松 , 2017) 。 つ ま り校 内委員 会 を定期 的 に開催 しな くて も、定期 開催 され

て い る他 の会議 を活用 す るこ とで 、負 担 を増 や さず に支援 体制 を強化 す る こ とがで き る と考

え られ る。

特別 支援 教 育 を推進 す る上 で は、特 支Co. の資質 能力 を高 め る こ とも重 要 だ と考 え られ る

(宮木 ら, 2010；中根 , 2009) 。田中 ら (2011) は特支Co. の 内面 に注 目した研 究 を行 ってい る。

ま た 、 特 支 Co. だ け で は な く全 教 職 員 の 特 別 支 援 教 育 に 関 す る理 解 も重 要 で (竹 達

ら , 2020) 、学校 全 体 で取 り組 む こ とが求 め られ る (水 谷 ・大谷 , 2015) 。実 際 に学校 現場 で

は具体 的 な対応 法や事例 を用 いた研 修 な どを用 いた理解 啓発 が望 まれ てい る (木村 , 2021) 。

以 上 を踏 ま え、本研 究 で は高校 の実態 に応 じた特支Co. が よ り効 果 的 に機 能す る体制 を構

築 し、そ の有効性 を検討 し、提案 す る こ とを 目的 とす る。具 体 的 には、① 毎週 定期 開催 され

る1年 学年会 に同席 して生徒 情報 を よ り速や 力、に共有 し、担任 の生徒観 や 指導観 を特支Co. が
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尊 重 しなが ら支援 体制 を試 行 す る こ と、加 えて② 生徒理解や 特別 支援 教 育へ の理解 啓発 のた

めの研 修 や 資料 を教職 員 へ提 供 し、それ らの効果 を調 査す る こ とで、そ の有 効性 を検 証 す る。

Fig. ! 段階の援助チーム (水野ら, 2018)

2 理論の枠組み

( 1 ) コー デ ィネー シ ョン委 員会

コー デ ィネ ー シ ョンは学校 心理 学 に

お け る概 念 で あ り、援助 ニー ズ の高い子

どもが学 校 内外 か らの援 助 を受 けや す

い よ うに連携 • 調整 す る こ とで あ る。コ

ーデ ィネー シ ョン委員 会 は学校 内外 の援助 資源 を調整 しなが らチー ム を形成 し、援助 対 象 の

問題 状 況 お よび援助 資源 に関す る情報 をま とめ、援助 チー ム及 び システ ム レベル で学校 内外

の援助 活動 を調整 す る委員 会 と定義 され てい る (水 野 ら,2013) 。

水 野 ら (2018) は学校 内の援 助 サー ビスの システ ム と して、マネ ジメ ン ト委員会 、 コーデ

イネ ー シ ョン委員 会 、個別 の援助 チー ム、の三つ のチー ム援助 が あ る と整 理 してい る (Fi g. 1) 〇

実践校 にお い て は、特支Co. が学年 会 に同席 し、コーデ ィネ ー シ ョン委員会 の一つ に学年 会 を

位 置づ け る こ とで、早期連携 が実現 可能 にな る と考 え られ る。

( 2 ) 特支Co. の外 的調 整

廣澤 ら (2008) は特支Co. の行 う 「外 的調整 」につ い て述 べ てい る。ケー ス を一部 の教員 で

抱 え込 まず 特支Co. と協働 してい くこ とや 、学校 全 体 で支援 に取 り組 ん でい く体制 を構 築 し

てい くこ とが重要 で あ り、各 教員 が蓄積 して きた知 見 を基盤 に した体制 づ く りを してい くこ

とが求 め られ る。 さ らに、廣澤 ら (2008) は 「つ な ぐた めの場 」を 「会議 」 「日常会話 」 「記

録 」 の三つ に大別 してい る。 この三つ をま とめて実現す るツール と して、 グル ー プ ウェアの

チ ャ ッ ト機 能 が活 用 で き る と考 え られ る。s県 にお い て は、統合型校務 支援 システ ム に グル ー

プチ ャ ッ トが搭載 され てお り、写真 や 文書 も添付 可能 で あ る。 この機 能 を活 用す れ ば、個別

の援助 チー ムが行 う活動 の一部 をネ ッ ト上 で実施 す る こ とが可能 で あ る と考 え る。

( 3 ) 特支Co. の 内的調 整

特支Co. の行 う 「内的調整 」につ いて 田中 ら (2011) は六つ の概 念 を表 してい る (Tabl e 1 ) 〇

主要支援者 には 「引 き際」 と 「提 案 を含 む リー ド (以下 、提 案 ) J の どち らの立場 を とるか

を連続 的 に判 断 し、保 護者 に対 して は 「受容 」 と 「支援 方 向の見極 め (以下 、見極 め) J を

同時 に行 い、特支Co. 自身 には 「蓄積 され た実践 (以下 、蓄積 ) J と 「自己モ ニタ リング」を
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循 環 的 に働 力、せ てい る。 特支Co. の学年 会 に

お け る内的調整 を詳 細 に分析 す る こ とで、

主 要 支 援 者 で あ る担 任 を支 援 で き る特 支

Co. の あ り方 につ い て理 解 を深 め る こ とに

つ なが る と考 え る。

( 4 ) 特別 支援教 育の理解啓 発

区 ら (2022) は特別 支援 教育 に関す る現

職 教員研 修 につ い て、教員 のニー ズ を把握

した うえで の実施 が効果 的で あ る ものの、

Tab le 1 特支Co. の内的調整の六概念

田中ら (2011) より筆者が整理

引き際
主要支援者が連携し独自性を出すことをCo.が願い、陰で
見守り、Co.自身の思いや立場を 「秘める」ことを表す概
念

自己モニタリング 自身の考えや技術を絶対視せず、振り返ることを表す概念

受容

見極め

保護者に対し、Co.が+分に受け止め寄り添いながら、同
̶̶ 時に、状態を見立てて支援方向を見通し冷静な判断をする

ことを表す概念

提案

主要支援者に対して、個別の指導計画作成やケース会議を
開く等の展開を促すことや子どもを理解するときに重要な
観点を示すことを、指示するのではなく提案するように誘
いかけるような形で、支援の流れをリードすることを表す
概念

蓄積

自分の実践や、研修会等で扱った他の支援者の実践を、自
分の学校現場に引き寄せて吸収し、何が有効か (=活用し
たい実践) 、活用に向けて何が課題か (=課題の明確
化) 、その課題を克服する手立ては何か (=課題克服に向
けた他の方法の選択) 等の見極めを表す概念

OJTだ けで は体 系 的 な知識 が身 につ か ない可能性 に言及 してい る。知念 ・田中 (2011) は理解 •

協力 を促進 す る方 法 と して、研 修 会 を挙 げてい る。飯 田 (2010) は、校 内の実態 に合 わせ たお

便 りに よ り特別 支援 教 育 に関す る認 知度 が 向上 し、そ の理解 とい う点 で も肯 定的 な結果 が 出

てい る と述 べ てい る。以上 よ り、研 修 会や お便 りを活用す る方法 が有効 で あ る と考 え られ る。

3 実践校の課題及び研究の方法

( 1 ) 実践校 の課題

本研 究 を行 った の は、S県 の 中山間地域 にあ る全 日制 高校 で あ る。実践校 には校 内委員 会 と

して生徒支援 特別 プ ロジ ェク ト (以 下 、プ ロジ ェ ク ト) が設 置 され てい る。 プ ロジ ェ ク トは

教頭 を委員長 と して、保 健 部長 、生徒 部長 、進 路部長 、教務部長 、人権 同和教 育主任 、養護

教諭 、各 学年 主任 、特支Co. 及 び 当該担任 で構成 され る。プ ロジェ ク トは必 要 に応 じて不 定期

に開催 され る。 しか し、支援 の必 要 な生徒 が増加傾 向に あ り、担任 と特支Co. が早期連携 で き

る仕組 み の構 築 が望 まれ てい る。 また、支援 は全 教員 で行 う必 要 が あ り、理解 啓発 は喫緊 の

課題 で あ る と考 え る。 1年 目の予備 実践 の結果 、次 の よ うな成 果 と課題 が あ る と考 えた。

① 特 支Co. が1年 学年 会 に同席 す る こ とで、特 支Co. が活 用 され やす くな る こ とが 明 らか にな

った。 しか し、特支Co. の活 用 に どの よ うな あ り方 が あ るの か、特支Co. が どの よ うな視 点

を もって学年 会 に 同席 す る とよい の力、の検証 が必 要 で あ る。

② 高校 に も支援 が必要 な生徒 が在 籍 してい る こ とを教職 員 の多 くは実感 してい るが、 自分 の

支援 に不安 や迷 い が あ る。

( 2 ) 学年会へ の 同席

1年 目の予備 実践 で は、7月末 に気 にな る生徒 のチ ェ ックシー ト (学習 • 心身 • 行 動 • 対 人 ・
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そ の他 の5項 目) を作成 し、担任 にチ ェ ックを依頼 した。担任 が気 に してい る生徒 を特支Co.

が事前 に知 ってお くこ とで、生徒 の事前情報 に加 え、担任 の指 導観 • 生徒観 を把握 す る助 け

となった。 そ こで2年 目の本 実践 で も、担任 に気 にな る生徒 のチ ェ ックシー ト (前年 の5項 目

に 「進 路 」を追加 ) の記入 を依頼 し、特支Co. が活 用す る。また学年 会 に同席す る こ との効 果

を検 証す るた めに、学年 会 のVTR分析 を行 うこ とと した。学年 会 での生徒情報 交換 にお け る発

言 内容 の逐語録 をVTRか ら作成 し、次 の二つ を実施 す る。

① 逐語録 で は、生徒 の様 子 を 「発達 」 「対人 」 「家庭 」な どの8項 目、対応 を 「困 り」 「方針 」

「実践 」 の3項 目、全 体 の傾 向 を 「集 団 の様 子 」 「集 団 の指 導 」 の2項 目、 「その他 」 の合

計 14項 目に分類 し、発 言者別 、項 目別 の発 言 時 間 と発 言件数 の集 計 を行 う。

② 各 生徒 の項 目ご とに対す る特支Co. の 内的調 整 の集 計 をTabl el の六概 念 で分類 を行 う。 田

中 ら (2011) の研 究 におい て は 「受容 」 と 「見極 め」 は保護 者 に対 して行 うもの とされ て

い る。 しか し本研 究 で は特 支Co. の担任 や 学年 主任 へ の働 きか け を分析 す る こ とを 目的 と

してい るので、担任 や 学年 主任 及 び特支Co. の発 言 に対 して分類 を行 った。

( 3 ) 特別 支援教 育の理解啓 発 ! able2 プロジェク トアンプの柏 相
専門的な知識 を有 し、具体的な支援 がい くつ も思いつ く層

予備 実践 を行 った 1年 目に は、特 興味があ り、実際の支援経験がある程度ある I プロジ ェク トアンプ

興味はあるが何か ら勉強 していいか分か らない層 対象層

別 支 援 教 育 に 関す る理 解 啓 発 の た 特別支援教育に興味がない層

めのお便 りを6月 か ら11月末 まで に10号 、翌年 3月 まで に15号 を発行 した。 「プ ロジェ ク トア

ンプ」 (Fi g. 2) の 「ア ンプ」が フ ランス語 で 「少 し」 を表す よ うに、少 しだ けを意識 して各

号 1500字以 内で発行 した。10号 を発行 した後 、実践校 におい てア ンケー トを実施 して本 実践

のお便 りの 内容 を検討 し、高校 教員 の特別 支援 教 育 に関

わ る理解 度 をTabl e2の よ うに 四つ に分 けた。お便 りが有

効 なの は 「興 味 が あ り、実 際 の支援 経 験 が あ る程度 あ る

層 」及 び 「興 味 はあ るが何 か ら勉 強 していい か分 か らな

い層 」 にな るだ ろ う。 ア ンケー ト結 果 と先 行研 究 (川

浪 , 2018 ; 福 田, 2021) を参考 に 「具体 的 な支援方 法や対

処方 法」や 「知識 が体 系 的 にま とめ られ た 内容 」を意識

し、1号 1000字程 度 と文字数 を減 らした。従 来 の高校 の

や り方 を否 定せず 、従来 の指 導 の 中に支援 の視 点 が あっ

た こ とを理論 と紐 づ けす るこ とで 、受 け入 れ られやす く

な る と考 えた。
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これ に力日え、特別 支援 教 育 と生徒 理解 に精通す る大学 教員 を講 師 に招 き、授 業観 察 とコン

サル テー シ ョン、教職 員対象 の特別 支援 教 育 の理解 啓発 の研 修 会 を実施 した。また、1年 学年

会 担任 、学年 主任 及 び生徒指 導 主事 を対 象 と したQTJア ンケー ト事例研 修 会 を2回 開催 した。

4 研究実践の結果

支援 体制 づ く りを見直す に

あた り、廣澤 ら (2008) を参

考 に実践校 にお け るつ な ぐ場

を整 理 した (Tabl e3) 。 学年

会 をつ な ぐ場 の 中心 に位 置づ

Table3 実践校におけるつなぐ場 (廣澤 らを基に作成)
種類 区分 主催者 参加者 ねらい

日常会話
立ち話 誰でも 誰でも ちょっとした情報交換

オンライン上での
リアルタイム情報交換
ケース会議記録 チャット 担任 招待メンバー 増減可能
情報提供書

学年会 学年主任 担任4人/特支Co. 生徒情報交換/学年行事の決定など

ケース会議 特支Co.
当該担任 学年主任/他 支援が必要な生徒への支援について話し合う

会議 教科担当者会 特支Co. 学年主任/ 当該担任/教科担
当者/教務部長他

ケース会議で決定した対応策を
より多くの教員とすりあわせる場

プロジェクト教頭
教務•生徒・進路・人権同
和教育•保健各部長/学年主
任/ 当該担任/養護教諭/特支
Co.

合理的配慮について検討する場

職員会議 校長 教職員全員 合意形成の場

け、I CTを活用 しなが ら、マネ ジメ ン ト委員 会 、コーデ ィネ ー シ ョン委員 会 、援 助 チー ムが効

率 的 に情報 共有や対応 を行 え る よ う、校 内支援 体制 を構 築 した。またチ ャ ッ トに廣澤 ら (2008)

の示す 「日常会話 」 「記録 」 「会議 」 の三つ の機 能 を持 たせ 活用 した。

( 1 ) 学 年会 を活 用 した支援体 制 づ くり

1 ) 学 年会参加者 の指導観 と生徒観 の定量化

1年 学年 会 は毎週火 曜 日4限 (11：40～12：25) に開催 され 、4月 か ら10月 まで に特支Co・は15

回 同席 した。逐語録 か ら分類 別発 言 時 間及 び件数 を集 計 した。こ こで は4月 か ら10月 まで の合

計 の集 計結 果 を示す (Tabl e4) 。発 言 上位 か ら順 に 「発 達」 「方針 」 「対 人 」 「集 団 の様 子 」

「家庭 」 とな った。 なお 、実態調 査やQTJア ンケー トに関わ る情報 交換 を行 った月 の特 支Co.

の発 言 は多 か った。 担任 に よって も発 言 の量 は異 な る。 担任Aの発 言 時 間 は短 い が件数 が多

く、担任Bは多 くの生徒 につ い て発 言 を行 い 、時 間 も件 数 も多 か った。担任Cの発 言 は多 くな

か ったが、気 にな る生徒2人 につ い て毎 回 の よ うに発 言 した。 あ る生徒 1人 につ い て の発 言 時

間が長 か った担任Dは、合計 の時 間 も長 か った。 また、学年 主任Eは集 団の様 子や方針 を語 る

こ とが多 か った。 こ

の よ うに 学 年 会 参

加 者 の指導観 • 生徒

観 を伴 う発 言 が、感

覚 で は な く数 値 的

な 客 観 的 情 報 に ょ

り把握 で きた。そ の

Table4 発言分類表による合計時間順位 (発言時間別)

担任A 担任B 担任C 担任。 学年主任£ 特 支Go. 合計

1ft 處逢 発逢 発達 苑逢 苑逢 発達 発達

2位

0:06:33 ' 13

家庭

0:1 1:26 ! 24 0 :06:10 ； 9

健康 ・ 方針

0:15:34 19

集 団の様子

0:0 8:43 _[ 0

方針

0 12:38 27

方針

1:0 1:04 ¦ 102

方針

0:032 2 ¦ 5 0:04:59 13 0:02:42 9 0:05:34 10 0:04:59 9 的  8:2 5 14 02 3:35 ¦ 54

3位 対人 学習 困リ 方針 対人 対人 対人

0:02-2 8¦ 9 0:0 3:17 ¦ 7 00 2 3 11 5 0 04 0 6 « 8 0:0 4:58 7 (W 3:4 l i 13 0:19:0 1 47

4 位 集 団の指導 集団の様子 家庭 家庭 集団の様子 集団の

0:0 1:48 ¦ 6 0:0 3:09 6 0:0 1:58 3 0:03:33 ： 8 0:04:3 1 7 M 3:27 1 4 0:18:4 5 36

5位 方針 対人 集団の様子 醐 集団の様子 家庭 家庖

0:0 1:4 5 ¦ 7 0:0 2:48 11 0:0 1:46 6 0:02:33 ： 3 00 3:4 1 5 (H )2：54 6 ¦ 0 :15:0 1 28
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13特支Co・が発言しているが提案ではない。担任の指導観・生徒観を聞いている
18対応に関わる発言 Co. に迷いがない
24生徒情報 担任の見立てに同意している
16 4・5月担任¢!指導観を評価している 54と。相違点は生徒情報に対して見極めがある程度できている
32担任に同意している Co・として¢»強い意志を持つ提案していないが冤言している
13ガイダンス的(集団の様子や指導)視点の苑言 4月～6月までのもの
10 4～6月は担任の観察眼や指導観・生徒観を評価している 生徒情報が多い

2346 。 0  0 0 1 5 4 4 0 12担任0指導観•生徒観を見極めている
2346 。 0  0 0 1 7 2 5 6 1 216・7・9月 Co•は施言なし. 支擾観や生徒観に少し違和感を感じている
346 。 0 。 5 6 3 3 2 17特支Co. として介入事案ではない。3との相違点は特定¢!生徒名が出てくること
346 。 0 0 1 2 4 2 8特支C。. としての介入事案ではないかもと思。ている担任の指導観や生徒観に同食している.

3 ) グルー プウ ェアの チ ャ ッ ト機 能 の活用

気 にな る生徒 のチ ェ ックシー トや 学年 会へ の 同席 に よって、支援 が必 要 な生徒 の情報 が早

期 に特支Co• に もた らされ る よ うにな った。そ の 中で、あ る支援 が必 要 な生徒 につ レ、て学年 会

や 特 支Co. だ けで は対 応 が

難 しくな ったた め、担任 に

ケ ー ス 会 議 の 替 わ り とな

る グル ー プ チ ャ ッ トの 作

成 を提 案 した。

こ の チ ャ ッ トに よ り リ

ア ル タイ ム で 生 徒 情 報 を F ig. 3グループウェアのチャッ ト機能による情報交換

資料 を基 に、学年 会参加者 で あ る担任 及 び学年 主任 を見 立て るこ ともで きた。特支Co. が生徒

支援 に介入す る際 には、主要支援 者 で あ る担任 を ど う見 立 て るか が重要 で あ る と考 え られ る。

2 ) 特支Co. の 内的調整 の定量 化

学年 会 で特支Co. が どの よ うな 内的調 整 を行 った か を整 理 した。内的調整 を 「引 き際 」 「自

己モ ニ タ リング」 「受容 」 「見極 め」 「提 案 」 「蓄積 」の6項 目に注 目し、生徒別 、逐語 分類

別 に整 理 した (Tabl e5) 。
Tab le5 特支Co. の内的調整 (抜粋)

月 日 生 徒 分 類 1 分 頻 2 A B C D E Co. 引 際 自 己 受 容 見 極 提 案 蓄 積 メ モ Co. メ モ

5 21 3B 生 徒 情 報 発 達 1 1 1 1 1 気 に な る こ とが 多 す ぎ る 家 庭 の 課 題 か ?

5 21 3B 対 応 困 リ 1 1 1 1 1 気 に な る こ とが 多 す ぎ る ま だ Co. の 見 極 め に 自 信 が な い

5 21 3B 対 応 方 針 1 1 1 1 1 Dか ら保 護 者 と連 絡 を 取 る よ う方 針 保 護 者 と会 え ば わ か る か も

5 21 3B 対 応 実 理 1 1 1 1 気 に な る様 子 に 指 導 も して い る 担 任 の 手 立 て を 尊 重

5 21 3B そ の 他 そ の 他 1 1 1 1 自 己 都 合 の 休 み は あ り得 る

5 21 3C 生 徒 情 報 発 達 1 1 1 1 1 提 出 物 が 出 せ な い 観 察 眼 に 驚 き

5 21 4C 生 徒 情 報 対 人 1 1 1 1 1 仲 良 くで き る 人 が い な い 苦 手 な 人 自分 な ら を 封 印 しな くて は

5 21 4C 対 応 困 リ 1 1 1 1 1 席 替 え で 配 慮 担 任 な りの や リ方 を 受 容

5 21 4D 生 徒 情 報 発 連 1 1 1 1 1 行 き渋 り 面 談 面 談 か ら ど う助 ・ で き る か ?

5 21 全 体 の 傾 向 集 団 の 様 子 1 1 1 1 1 授 業 時 う る さ くて 指 導 ガ イ ダ ン ス が う ま い 担 任

さ らに、内的調整 の6項 目につ い て組 み合 わせ に よる分析 を行 った。組 み合 わせ は64 とお り

あ るが、23とお りの組 み合 わせ に該 当 した (Tabl e6) 。組 み合 わせ に よって は、特支Co. の思

考 を一 つ に言 い表せ ない もの もあったた め、それ らは内容 に よって 区別 を した。 この表 よ り

「受容 」 「見極 め」 「蓄積 」 を行 ってい るケー スが多 い こ とが分 か る。

Tab le6 内的調整の存在する組み合わせ表 (抜粋)

2 E 虐 喜 A B C D E Co, 件数 特支Co. としての思考

〇
 0

0
0

 0
0

0

〇
 0

0
0

 0
0

0

〇
 0

0
0

 0
0

0

0
 0

0
0

0
 0

0
0

46
46

46
46

〇
〇

〇
6

 6
 6

4
 4

 4
3

 3
 3
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共有 し、合理 的配慮 を検討 したプ ロジ ェ ク トを開催 した翌 日のチ ャ ッ トで は、プ ロジェ ク ト

の会議議 事録 (ホ ワイ トボー ドに書 き込 み写真撮影 した もの) を添付 した (Fi g. 3) 。

( 2 ) 特別 支援教 育の理解啓 発

お便 りを配布 した実践校 の常勤 教職 員50人 を対象 にア ンケー トを実施 し、43人 か ら回答 を

得 た (回収率86%) 。お便 りを毎 回読 んだ人 は72. 0% (前年 度74. 4%) で あ り、 とき どき読 んだ

人 を合 わせ る と95. 3%(97. 8%) とな った。配布 方 法 には95. 3%(97. 8%) が、配布 回数 には97. 6%

(100%) 、文 字量 には90. 7% (85. 1%) 、情報 量 には93. 0% (91. 4%) が肯定 的 な回答 を してお

り、前年度 と大 きい差 はなか った。今年 度 は緑 色 の紙 に印刷 して配布 した ところ、97. 7%が他

の配布 物 と区別 され た と回答 してい る。

特別 支援 教 育 に係 る教員研 修 会 を6月 に実施 した。教職 員研 修 の効果 につ いて、研修 の前後

に 「高校 にお け る特別 支援 教 育 の必 要性 」 と 「知識 を生 か して支援 す る必 要性 」の2項 目につ

い て調 査 を実施 した。 いずれ も 「4 : とて も必 要」 か ら 「1 : まった く必 要 で ない」 まで の4

件 法 で回答 を求 め、事前 ・事後 の両方 に回答 した29人 の回答 を対 象 に分析 を行 った。 そ の結

果 、 「高校 にお ける特別 支援 教育 の必 要性 」は研 修 後 (能3. 79, 必 0. 41) と研 修 前 (能 3. 72,

SD=Q. 46) で有意 な差 は示 され なか った ( t (28) ̶1. 44, n. s. ) 。一方 、特別 支援 教 育 の 「知

識 を 生 か し て 支 援 す る 必 要 性 」 に つ い て は 、 研 修 後 ( 能3. 86, 必 0. 35) と研 修 前

(^ 3. 76, SD=Q. 44) で有意傾 向が認 め られ た ( t  (28) = 1. 80, 次 . 10) 。

また、QTJア ンケー トの事例検 討 会 に精通 してい る大学教員 を迎 えて1年 生担任 、学年 主任

及 び生徒 指 導部長 を対象 と した事例検討 会 を2回 (7月及 び 10月) 実施 した。1回 目の検討 会後

に行 ったア ンケー トには 「気 にな って いる生徒 はだ いた い挙 が って いる。少 し気 にな る生徒

も挙 が る ことで改 め て問題 を考 え る ことが で きた」 「自分 で時 間 を取 って分析 す るの は難 し

い。検 討会 をや って いた だ いて勉 強 にな った」とあった。2回 目の感 想 には 「1回 目と2回 目で

生徒 の プ ロッ トの動 きが あ った ときの理 由 を見 立 て も らったのが 良か った 。全体 も個 も客観

的 に見 る ことは担任 には難 しい」 「自分 で この分析 をす るの は難 しい」 な どが あった。

特別 支援 教 育 に係 る教員 の対応や 特支Co. の活 用 につ い て 、実践 前 (2年 目4月) に事前調 査

を、実践 後 (2年 目11月) に事 後調 査 を実施 した。特別 な支援 が必 要 な生徒 に対応 したか ( 「4：

た くさん した」か ら 「1:ま った く しなか った」まで の4件 法) 、支援 が必 要 な生徒 に どの程 度

対応 で きた か ( 「4:十分 で きた」 か ら 「1: ま った くで きなか った」 まで の4件 法) 、特支Co.

を どの程度活 用 したか ( 「4: よ く活 用 した」か ら 「1: ま った く活用 しなか った」まで の4件 法)

で 回答 を求 めた。事前 ・事後 両方 に回答 した39人 の回答 を対象 に分析 を行 った結果 、支援 が

̶ 137 ̶



必 要 な生徒 へ の対応 を したか は実践 後 (^ 2. 97, SD=O. 78) と実践 前 供 2. 79, SD=Q. 95) で

有 意 な差 は示 され なか った ( t (38) =- 1. 16, n. s. ) 。 支援 が必 要 な生徒 へ の対応 は実 践 後

(能 2. 64, 必 0. 49) と実践 前 (脂 2. 46, 必 0. 64) で有意 な差 は示 され なか った ( t (38) =-

1. 64, n. s. ) 。一方 、特支Co. の活 用 は、実践 後 (能2. 49, SD=0. 97) と実践前 (能 2. 15, SD=1. 07)

で有意傾 向が認 め られ た ( ( (38) =- 1. 88, か • 10) 。

また、特支Co. を活用す るた めの手 立 て のア ンケー トを行 った。同席 した学年 会 の あ る教員

が 「学 年会 で実態把握 を した ときに、情報 共有 して見 立 て支 援 の方 向性 を決 め る会 をす る と

よいの で はな いか 」 と答 えてい る。更 にイ ンタ ビュー には 「迷 った ときに背 中 を押 して も ら

い、担任 を肯定 す る存在 と して特支Co. を も っ と活用 で きれ ば いい と思 った」 と答 えた。

5 研究実践の考察

( 1 ) 学 年会 を活用 した支援体制 づ く りの検 討

月 ご との集 計 か ら、担任 が気 にか けてい る事項 が時 間 と共 に変化 してい るこ とが 明 らか に

な った。4月 当初 は 「集 団 の様 子 の発 言 」が多 か ったが、徐 々 に 「発 達」や 「家庭 」に関わ る

発 言 が増 えてい く。特支Co.は担任 で は ない た め学級経 営 とい う視 点 を見落 と しが ちで、個別

の生徒 の問題 を重視 しす ぎ る点 に注意 が必 要 で あ る。 また学年 会 の発 言 を分析 してい く と、

それ ぞれ の担任 が指導観 ・生徒観 にお いて重 要 だ と思 ってい る こ とに相 違 が あ るこ とが分 か

る。 この こ とを踏 ま えた うえで、特支Co.は担任 と連携 す る必 要性 が あ る と考 え られ る。

学年 会 に同席 す る特支Co. の 内的調整 につ い て、田中 ら (2011) の研 究 を基 に分類 を試 み た。

内的調整 の組 み合 わせ の うち該 当す る発 言 が あった23とお りの傾 向 と して、 「受容 」 「見極

め」 「蓄積 」の三つすべ て を含 む組 み合 わせ に該 当す る発 言 が多 い。特 支Co. はまず は 「受容 」

し、頭 の 中で 「蓄積 」 と 「見極 め」 を行 った り来 た りを繰 り返 しなが ら 「それ でい い の ? 」

と 「自己モ ニ タ リング」 し、適 宜 「提 案 」や 「引 き際」 を してい た。 「蓄積 」 と 「見極 め」

を同時進行 させ る こ とが多い 、 とい うこ とを 田中 らも指摘 してい る。

全 ケー ス277件 の 中で 「受容 」を行 わ なか った の は10ケー ス のみ で あ る。これ らす べ て で は、

他 者 の見立 てや指 導 • 支援 に対 して否 定的 にな ってい た。うち6ケー スで はそ の こ とを伝 え る

タイ ミングで はない と考 え発 言 してい ない。残 り4ケー ス は、特 支Co. の持 ってい る蓄積 を担

任 と共有 して、新 た な展 開 に進 む こ とを期待 してい る場 面 で あった。

また 、 「引 き際」に該 当す る発 言 が非 常 に多 い。本研 究 で 同席 した1年 学年 会 の担任 及 び学

年 主任 は、主要支援 者 が 自分 た ちで あ る とい う考 え を持 ってい た。 だか らこそ 、特 支Co. は
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「引 き際」 を選 ぶ こ とがで きた。 「今 ここで言 わ な くて も、 も う少 し待 っていれ ば この担任

な ら、な にか しらの答 えにた ど り着 くはず だ」 とい う見守 りや 「今 は秘 め るけれ ど、 タイ ミ

ングをみ て また提 案 しょ う」 とい う判 断や戦 略的撤退 とい った 「引 き際」 で あ る。

特支Co・が 「引 き際」を意識 して多用 した のは、担任 を主要支援者 た ら しめ るた めに過剰 な

意 見や指示 を行 わ ない よ う心掛 けたた めで あ る。 あえて具体 的 な方 法 は示 さず 、 自分 た ちの

や り方 で支援 を行 って も ら うこ とで主 要 支援 者 と して の 自覚 や 能 力 が身 につ くの で は ない

か。 最 初 は特支Co・が 「先 生 は ど うな って ほ しい の ? 」 「そ のた め には どん な支援 が必 要 な

の ? 」 とい う問いか け、つ ま り 「提 案 」が必 要 か も しれ ない が 、意識 して徐 々 に減 らしてい

くこ とが望 ま しい と考 え る。

田中 ら (2011) は 「自己モ ニ タ リング」 を 「自身 の考 えや技術 を絶 対視 せず 、振 り返 る こ

とを示す概 念 」と表 してい る。本研 究 で は特 支Co. が数 多 くの事例 に関わ って きたか らこそ 、

それ らにあて はめて判 断 して よい のか、 と 「自己モ ニ タ リング」 してい る。逆 に 「自己モ ニ

タ リング」 しない ときのひ とつ に、 「今 は引 き際 (秘 めてい るの) で はな く、特支Co. と して

強 く提 案 しな けれ ばな らない」と判 断 してい る ときが あ る。しか し特支Co. の独 りよが りな提

案 や安 易 な孤 軍奮 闘 を防 ぐ うえで も、 「自己モ ニ タ リン グ」 は重 要 な要 素 で あ る と考 え る。

( 2 ) 特 別支援教 育 の理解 啓発

お便 りにつ いて のア ンケー ト結 果 で は、概 ね肯定 的 な評価 を され た。 またお便 りに よって

特別 支援 教 育 の理解 が で きた と9割 の教職 員 が回答 し、指 導 ・支援 に変化 が あった と7割 以 上

の回答者 が答 えてい る。研 修 の前後 で実施 したア ンケー トにお い て、研 修 の効果 を統 計 的 に

検 証 で きた項 目は一部 に とどま ったが、研修 を肯 定 的 に評価 す る感 想 が多 く寄せ られ た。

( 3 ) 総合考察

以 上 の結 果 か ら、本研 究 で取 り組 んだ実践 が、特別 支援 教 育 に対す る教職 員 の意識 や 、特

支Co. の活 用 に対 す る意識 に さま ざま な影 響 を与 えた ので は ない か と考 え られ る。 学年 会 を

コーデ ィネ ー シ ョン委員 会 に位 置 づ け、特 支Co. との早期連 携 を図 る校 内体制 づ く りと特別

支援 教 育 の理解 啓発 の二本柱 に よって、特支Co. が孤 軍奮 闘す る特別 支援 教 育 で は な く、全教

職 員 で行 え る体制 づ く りを 目指 した実践 を行 った。この実践 にお いて は、特 支Co. は独 りよが

りにな るの で は な く、支援 者 は全 教職 員 で あ る とい うこ とを常 に念頭 に置 く必 要 が あ った。

そ のた めには特支Co. には 「受容 」が あ り、経 験 とい う 「蓄積 」か ら 「見極 め る」力 を持 ちな

が らも、謙虚 な 「自己モ ニ タ リング」 を欠 か さず 、 「引 き際」や 「提案 」 を うま く使 い分 け

る力 を持 つ 必 要 が あ った。 また この よ うな六つ の力 は学年 会 に同席 す る ときだ けで はな く、
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お便 りの発行 にお け る内容 の精選 や どの よ うな言葉 を用 い 、 どの よ うに表現す るのか を思考

す るた めに も必 要 な視 点 で あった。内的調整 力 が特支Co. に とって必要 な資質 • 能力 で あ る こ

との知 見 が得 られ た。

ア ンケー トの回答 で は、特支Co. を活 用 したか、とい う設 問のみ有意傾 向がみ られ た。一連

の実践 に よって、特支Co. を有効 に活 用 で き る体制 を構 築 で きた だ けで な く、実践校 の教員 に

も特支Co. を有効 に活 用 しよ うとい う意識 を高 め るこ とがで きた と考 え られ る。

6 今後の課題

本研 究 で は、毎週 開催 され る1年 学年 会 に同席 す る こ とで生徒 情報 を速 や か に共有 し、特支

Co. が担任 の指導観 と生徒観 を尊重 で き る校 内の支援 体制 を試行 した。学年 会 に続 いて 、支援

が必 要 な生徒 のケー ス会議 や 、支援 の あ り方 を提案 す るた めの教科担 当者 会 な どを実施 す る

な ど、学校 全 体 で取 り組 む た めの さ らな る体制整備 が求 め られ るだ ろ う。

また担任 の 中には、 自 らが 「主要支援者 」 と して支援 を行 うよ りは、特支Co. が 「主要支援

者 」 と して生徒 に対応す る従 来 の支援 法 を望 んでい る者 もい る。 しか し、主要支援 者 と して

の 自覚 が ない担任 や 学年 団 に対 して、特支Co. が どの よ うな 内的調整 を行 うのか につ い て は、

十分 な検討 が行 えなか った。 この点 につ い て、高校 にお け る特別 支援 教 育 を さ らに推進 す る

た めに も、 明 らか にす る必 要 が あ る。

岡野 (2019) は特支Co. の世代 交代 を課題 に挙 げてい る。 本研 究 で取 り組 んだ 内的調 整 を若

い特支Co・が 同様 に行 え るのか、とい う課題 もあ る。次 世代 を担 う若 手 の育成 のた め、経験 の

長 い特 支Co. と共 に複数 指名 を行 い、若 い特支Co. に経 験 を積 む機 会 を提供 す るな ど、工夫 の

有効性 の検討 な どが求 め られ るだ ろ う。

理解 啓発 に終 わ りはな く、最新 情 報や レベ ル ア ップ され た理解 啓発 は今 後 も必 要 にな る。

理解 啓発活 動 をい か に継続 させ てい くのかが今後 の課 題 で あ る。
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